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全国ICT教育首⾧協議会 提言2017(案)
「エデュカッション」:全国ICT教育首⾧協議会ならでは の動き

→ 「提言」アンケート 回答数 59件

３つのテーマ

・首⾧が動く

・国と動く

・産学と歩む

全国ICT教育首⾧協議会 提言2017(案)

アンケートにご協力いただいた自治体のなかで

本日、総会に参加されている首⾧の皆様に

ご意見・取り組みをご紹介いただきます。
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教員の多忙・負担感

貧困の連鎖

自治体の悩み提言アンケート
より

機器導入後、５～７年後の更新時に必要な予算確保

ＩＣＴ環境を充実するにはお金がかかりすぎる
小さな市町村では財政に限界

教育格差

教育のICT化による学校間の効果格差

多忙化・多様化が進む学校現場

地方都市は教育機器・サービス等を知る機会が少ない

明治維新以来の大改革教育委員会の中に、ＩＣＴに関する専門的な知識をもつスタッフがいない

どのように環境整備を行っていけばよいか不安

10年後 65％は今存在しない職業に就く

プログラミング教育等に係るスタッフの育成

特別支援教育におけるICTの活用ＩＣＴ教育に係る人的・物的体制の確保

社会インフラとしての高速インターネット

個人情報・セキュリティ

教員のＩＣＴ教育に関する技術向上

費用対効果
説明責任

教育格差

個人情報・セキュリティ

地域の人材育成
人口減少社会対応

ＩＣＴ支援員不足

整備財源不足地域間格差

情報不足 次期学習指導要領への対応

プログラミング教育

遅れるネット整備

協議会への要望提言アンケート
より

教育格差
貧困の連鎖

教員の多忙・負担感

個人情報・セキュリティ

多忙化・多様化が進む学校現場

遠隔地への情報発信・非認知能力向上を目指したICT活用

より認知度を高め全国展開を

首⾧同士の意見交換や情報共有の場

実務担当者同士の情報交流の場

自治体間のＩＣＴ教育への対応に関する情報共有 地道な日々の授業でICTをどう生かしていくのかを考える組織

国への要望行動の強化

省庁・民間企業・団体との
連携体制の構築

協議会が推奨するＩＣＴ教育を
推進していくための基本的な仕様

教育の質的向上に必要なＩＣＴの推進

ICT教育の推進を強力にリードする団体

自治体からの要望を取りまとめ

多忙な教育現場の負担を軽減するICT導入

格安「アカデミーパッケージ」を提供していけるような連携

ICT活用の学力向上に対する効果の検証

情報モラルについても議題を

成功事例・課題・失敗事例まとめ・効果的なモデル事業の創出

地域の人材育成
人口減少社会対応

ＩＣＴ支援員不足

整備財源不足地域間格差

情報不足 次期学習指導要領への対応

プログラミング教育

遅れるネット整備費用対効果
説明責任

地域差のおこらない整備の推進

一人１台のための国の予算措置

教育ＩＣＴ加速化

ＩＣＴが安価で教育現場に
提供できるような工夫

教育クラウドプラットフォームを活用した共同調達

未加入自治体から加入メリットが見えやすいように推進PR活動を充実

財源確保等の方法の共通理解

実行できる課題
への集中
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首⾧が動く

地域の人材 協
働

ＩＣＴを活用した授業スタイルを確立

首⾧のリーダーシップで実現する
デジタル教育革命

将来の市民の生産性の向上

情報化、グローバル化した社会で活躍できる人材

学校のICT環境整備

ふるさとを誇りとし、自立心あふれ、世界とつながり合う人

様々な困難を乗り越え、たくましく生きていことができる

小規模校の「強み」を伸ばす・少人数学級の特性を生かす

人口減少社会対応
ＩＣＴはへき地が都市部と同様に伸ばしていける分野

どの子も共に学べる環境

グローカル人材

将来の日本、世界で活躍する子どもを育てる
未来社会の守護者である子どもたちをグローバル人材

第4次産業革命

地域でグローバルに活躍する人材を育成する

分かりやすい授業づくり 授業改善のためのＩＣＴ教育

グローバル化時代のコミュニケーション能力の育成

学校・家庭・地域の連携を深める

主体的・対話的で深い学びの実現

次期学習指導
要領対応

プログラミング教育を含めた情報活用能力の育成
情報活用能力や情報モラルの育成

地域に根差し世界とつながる

2020年
バックキャスト発想

世界で通用する『新しい能力』の育成

提言アンケート
より

クラウド導入による低価格化

未来を切り拓く市民

英語教育やICT教育
科学・理数・ものづくり教育

幼保小中学校が連携一貫

果敢に課題に挑戦する子どもたち

教育ＩＣＴ環境の整備と活用を図る

ICTを活用したスマートタウンの実現

これからの社会を生きるのに必要な力

教育大綱の実践に向けたICT活用「学力・体力・非認知能力」を高めるICT活用
非認知スキル・21世紀型スキル・汎用的スキルの育成

超スマート社会や
ＩｏＴ産業の到来
ICT社会に対応できる人材

ＩＣＴ教育の効果検証

共創の教育

機器整備から機器を活用した教育の充実

次世代を担う子供たちのための行政組織改革を

震災復興を果たす

市、市教委と教育現場が一体

提言１【首⾧が動く】

首⾧がリーダーシップを発揮して、ＩＣＴ教育環境充実に
取り組むことで、地域の未来を創る人材を育成する

・地方財政におけるＩＣＴ教育の優先順位を引き上げ、
地域に貢献する第４次産業革命人材を育成する

・教育委員会のみならず、自治体全体の組織を挙げて、
デジタル・トランスフォーメーションを行う
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国と動く提言アンケート
より

次期学習指導要領 を遂行するための 学校ＩＣＴ環境指針

ＩＣＴ支援員の制度化

デジタル教科書の無償化

学校ＩＣＴ環境のスタンダードを国が示す

新規整備・機器更改における財政支援

指導体制・研修の充実

次期「教育のIT化に向けた環境整備計画」

プログラミング教育を指導する人材育成

学校ICT環境整備
補助事業の創設 様々なニーズに対応した

臨機応変な補助メニューを提供

各自治体での進展は様々

すべての教師が「いつでも どこでも活用できる環境」

地方交付税措置にとどまらない
児童生徒数に応じた財政支援の実現

全国一律・教育格差が生じない取り組み

地域間格差は公教育に反する 財源確保を前提とした制度改革を
設備更新や維持コストへの支援
多額のランニングコスト、定額支払いコストの計上

小さな市町村では財政に限界

民産学官の連携教育環境整備

恒久的な助成事業

ＩＣＴ専門スタッフの拡充

第2期教育振興基本計画・教育の情報化加速化プラン

協働型・双方向型学習の推進

地方財政措置の継続および拡充

児童生徒に一人一台のPC配布

高速無線LANの校内環境整備
総務省・文部科学省など各省庁が連動して、地域WIFIや防災など、様々な無線ＬＡＮ整備

離島における人材確保の支援策

全国共通教育サービスコンテンツの構築
クラウド化

貧困の連鎖を止めるICT活用 教育ソフト・システムと機器の共通仕様

未来の日本を担う人材育成
デジタル教科書統一プラットフォーム

未来に合わせた一歩進んだICT環境の整備

ICT活用による非認知能力向上研究に予算を

交付税不交付団体

プログラミング教育の時数確保と習得させたい資質・能力の明確化

提言２ 【国と動く】

首⾧がともに連動して次期「学習指導要領」の有効な実現に
向けた財政支援及び各種取り組みの充実を政府に要望する

・「学校ＩＣＴ環境整備のための補助金」創設など、学校ＩＣＴ環境整備推進
施策の実施

・教職員の業務負担軽減のための校務の情報化の推進、データ活用による次世代
の校務情報化の推進

・情報活用能力の育成に向けた実践的研究の継続的な推進

・プログラミング教育の円滑な実施に向けた教材開発の促進や研修、人的支援の
充実
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産学と歩む提言アンケート
より

ＩＣＴ機器の無償提供や貸与

共同研究

全国ＩＣＴ教育首⾧協議会 会員用
「ディスカウント・パッケージ」
本協議会加盟自治体の特典とすることで、加入促進につながる

国が示した標準仕様に基づいた「パッケージ」を安価で提供する

複数自治体が導入することで、
スケールメリットが発生するモデルの採用

自治体の実情に沿った開発

県単位で同一システムを提供

ICTスペシャリストの一定期間派遣
プログラミング教育の支援

関連企業と全国ＩＣＴ教育首⾧協議会の連携強化すべき

自治体・学校現場の困り感に寄り添うサービスの展開

ＩＣＴ教育の環境整備における協力・支援

廉価での提供・購入費の配慮を!

教員のICT活用能力向上のためのサポート・相談窓口

研修サポート

グローバルな教育情報の提供
授業支援

教育現場が求めるＩＣＴ教育指導者の育成支援

モデル校協力

子どもたちが使いやすいタブレットPC・ストレスなくつながる校内無線LANの学習環境

「地域貢献制度」や
協力企業への税制優遇措置等の導入

産官学連携によるICT教育パッケージの作成

共通パッケージ化しクラウド利用することで
低価格化を実現

教育ＩＣＴ関連企業や団体の取り組みの紹介

情報公開の全国ブロック別開催

情報提供

クラウド型コンテンツ・web教材の開発・整備
校務・教務の堅牢なセキュリティシステム

デジタル教科書ライセンスの無償貸与

産官学で自治体の「地域ぐるみの推進事例」

ICT活用による非認知能力向上の研究の推進

テレワーク等で企業を地方誘致地方活性

共同調達

生徒向け講演会及び教職員向け研修会
教員に向けた実践的な研修会の開催

企業のＣＳＲ活動としてのICT教育推進

提言３【産学と歩む】

協議会が産学と連携して、国の施策推進に取り組むことで、
全国的な学校ＩＣＴ環境整備と教育充実の起爆とする

•次期学習指導要領が求めるＩＣＴ環境を廉価に実現するために「全
国ＩＣＴ教育首⾧協議会向けの特別パッケージ」を産業界に要請する

•全国的なモデル校の協力、研修サポート、プログラミング教育等の支援や
創造を産学に要請し、ともに開発に努める
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全国ICT教育首⾧協議会 提言2017（案）
提言１【首⾧が動く】

首⾧がリーダーシップを発揮して、ＩＣＴ教育環境充実に取り組むことで、地域の未来を創る人材を育成する

・ 地方財政におけるＩＣＴ教育の優先順位を引き上げ、地域に貢献する第４次産業革命人材を育成する
・ 教育委員会のみならず、自治体全体の組織を挙げて、デジタルトランスフォーメーションを行う

提言２【国と動く】

首⾧がともに連動して「次期学習指導要領」の有効な実現に取り組むための「学校ＩＣＴ環境整備のための補助金」
創設を政府に要望する

・ 「学校ＩＣＴ環境整備のための補助金」創設など、学校ＩＣＴ環境整備推進施策の実施
・ 教職員の業務負担軽減のための校務の情報化の推進、データ活用による次世代の校務情報化の推進
・ 情報活用能力の育成に向けた実践的研究の継続的な推進
・ プログラミング教育の円滑な実施に向けた教材開発の促進や研修、人的支援の充実

提言３【産学と歩む】

協議会が産学と連携して、国の施策推進に取り組むことで、全国的な学校ＩＣＴ環境整備と教育充実の起爆とする
・ 次期学習指導要領が求めるＩＣＴ環境を廉価に実現するために「全国ＩＣＴ教育首⾧協議会向けの特別パッケージ」を産業界に要請する
・ 全国的なモデル校の協力、研修サポート、プログラミング教育等の支援や創造を産学に要請し、ともに開発に努める


